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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
組
合
員
各
位
に
於
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
か
ら
森
林
組
合
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、
改
め
ま
し
て
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
号
が
変

わ
り
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
の
ご
挨
拶
に
な
り
大
変
意
義
深
い
も
の
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
一
番
の
印
象
は
、
今
年
も
ま
た
、
自
然
災
害
の
多

さ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
台
風
一
九
号
が
発
生
し
関
東
地

方
や
東
北
地
方
を
縦
断
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
河
川
の
決
壊
に
よ
る
浸
水
が
七
〇
〇

〇
戸
、
停
電
が
三
〇
万
世
帯
と
な
り
各
地
に
大
き
な
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
驚

い
た
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
北
陸
新
幹
線
が
三
分
の
一
浸
水
し
使
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
出

来
事
は
、
そ
の
大
き
さ
を
象
徴
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
住
宅
関
連
で
は
、

レ
オ
パ
レ
ス
が
約
一
五
〇
〇
〇
棟
の
建
築
基
準
法
違
反
、
す
て
き
な
ナ
イ
ス
グ
ル
ー
プ

の
金
融
商
品
取
引
法
違
反
、
不
動
産
売
り
上
げ
架
空
計
上
な
ど
、
様
々
な
出
来
事
が
あ

っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
森
林
の
保
水
能
力
の
重
要
性
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
日
頃
の
森
林
整
備
の
重
要
性
を
実
感
致
し
ま
し
た
。
言

い
換
え
れ
ば
、
環
境
に
対
す
る
森
林
の
占
め
る
役
割
の
大
き
さ
を
再
認
識
し
、
弛
ま
ぬ

森
林
整
備
の
必
要
性
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。

　

林
業
界
で
は
、
森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
の
低
下
や
所
有
者
不
明
森
林
の
増
加
等
が

懸
念
さ
れ
る
中
で
、
林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
を
推
進
す
る
た

め
、
森
林
の
経
営
管
理
を
市
町
村
や
意
欲
と
能
力
の
あ
る
民
間
事
業
体
に
よ
っ
て
持
続

的
に
行
う
措
置
を
内
容
と
す
る
「
森
林
経
営
管
理
法
」
の
成
立
が
あ
り
、
譲
与
税
が
昨

年
の
九
月
に
各
市
町
村
に
譲
与
さ
れ
ま
し
た
。
各
市
町
村
で
は
金
額
の
差
は
あ
る
も
の

の
有
効
に
森
林
整
備
の
充
実
に
使
用
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
令
和
十
五
年
に
は
総
額
六
〇
〇
億
円
の
譲
与
税

に
な
り
大
き
な
財
源
が
県
及
び
各
市
町
村
に
譲
与
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
我
々

は
、
譲
与
配
分
に
つ
い
て
も
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
私
有
林
人
工

林
面
積
五
〇
％
、
林
業
就
業
者
数
二
〇
％
、
人
口
三
〇
％
の
割
合
で
配
分
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
結
果
、
森
林
の
少
な
い
人
口
の
多
い
都
市
部
に
大
き
な
金
額
の
譲
与
税
が
配

分
さ
れ
、
全
国
で
は
、
横
浜
市
が
一
番
の
大
き
な
金
額
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
や
は
り
、

本
来
、
資
源
を
循
環
し
地
球
温
暖
化
に
寄
与
し
て
い
る
中
山
間
地
域
の
市
町
村
に
多
く

配
分
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
、
是
正
し
て
頂
け
る
よ
う
に
微
力
な
が

ら
声
を
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
市
町
村
か
ら
経
営
管
理
権
の
設
定
に
あ
た
っ
て
意
向
調
査
が

始
ま
り
ま
す
が
、
先
ず
は
、
組
合
員
で
あ
る
森
林
組
合
に
ご
相
談
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
森
林
組
合
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
森
林
林

業
に
関
わ
る
全
て
の
事
業
に
つ
い
て
、
組
合
員
の
た
め
に
何
が
出
来
る
か
と
い
う
事
を

考
え
な
が
ら
、
県
市
町
村
に
提
案
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
森
林
経
営
計
画
の
作
成
が
重
要
で
あ
り
、
組
合
員
と
の
経
営
委
託

契
約
に
基
づ
い
て
着
実
に
森
林
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
方
で
も
、
国
有
林
野
管
理
経
営
法
に
よ
る
樹
木
伐
採
権
の
取
得
が
あ
り
、

大
規
模
伐
採
が
始
ま
っ
て
参
り
ま
す
。
年
間
数
千
㎥
の
素
材
生
産
量
が
見
込
め
る
数
百

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
規
模
の
区
域
を
設
定
し
て
安
定
供
給
に
努
め
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
組

合
は
じ
め
各
林
業
事
業
体
の
関
心
を
あ
つ
め
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
山
形
県
に
於
き
ま
し
て
は
、
人
材
の
育
成
に
努
め
て
お
り
、
新
庄
市
に
あ
り

ま
す
農
林
大
学
校
林
業
経
営
学
科
の
他
に
専
門
職
大
学
の
設
置
に
力
を
注
い
で
お
り
ま

す
。
我
々
も
悲
願
で
あ
り
ま
す
最
上
に
四
年
生
大
学
を
と
い
う
観
点
や
県
内
で
も
先
進

林
業
地
で
あ
る
、
こ
の
最
上
に
農
林
大
学
校
に
隣
接
し
た
場
所
に
設
置
を
お
願
い
す
べ

く
頑
張
っ
て
お
り
、
先
だ
っ
て
の
知
事
の
表
明
に
よ
っ
て
確
実
な
も
の
に
な
っ
た
感
じ

が
し
て
お
り
ま
す
。

　

優
れ
た
経
営
感
覚
や
優
れ
た
現
場
感
覚
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、

林
業
界
全
体
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
出
来
る
人
材
の
育
成
は
、
急
が
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

特
に
、
森
林
経
営
管
理
法
な
ど
林
業
の
将
来
に
直
結
す
る
課
題
を
解
決
し
て
行
く
若

い
人
材
が
必
要
で
あ
り
、
国
際
的
に
も
林
業
が
成
長
産
業
化
出
来
る
基
礎
を
作
る
人
材

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
い
開
学
を
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
森
林
組

合
も
雇
用
や
実
習
の
支
援
を
出
来
う
る
限
り
実
施
し
て
行
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
造
林
事
業
の
特
に
炎
天
下
で
の
下
刈
り
作
業
の
軽
減
化
に
も
昨
年
か
ら
取
組

は
じ
め
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
除
草
剤
散
布
の
実
験
に
企
業
と
と
も
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

確
か
な
安
全
性
が
担
保
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
は
、
下
刈
り
の
軽
減
化
に
繋
が
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
林
業
に
つ
て
も
同
様
で
あ
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
森
林
整
備
は
、
今
後
の
林
業
の
成
長
産
業
化
を
後
押
し
す
る
事
に
な
る
事
は
目
に
見

え
て
お
り
、
一
層
重
要
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
課
題
を
抱
え
な
が
ら
の
令
和
二
年
度
に
な
り
ま
す
が
、
素
材
生
産
量

に
つ
い
て
も
県
内
ト
ッ
プ
の
最
上
地
域
の
林
業
を
支
え
る
森
林
組
合
と
し
て
、
組
合
員

の
皆
様
と
と
も
に
林
業
の
再
生
・
地
域
の
再
生
に
頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
頂
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
を
し
、
組
合
員
皆
様
の
一
層
の

ご
多
幸
を
ご
祈
念
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

最
上
広
域
森
林
組
合

　代
表
理
事
組
合
長

　
　
　

佐

　藤

　景
一
郎

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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▶森林所有者自らが森林の経営・管理を実行できない森林について適切な経営・管理の確保を図るため、森
林経営管理法において、市町村が仲介役となり森林所有者と「意欲と能力のある林業経営者」をつなぐ、
新たな森林管理システムを構築
▶県は、国が示す考え方を参考に「意欲と能力のある林業経営者」の選定基準を設定、市町村からの林業経
営の再委託を希望する民間事業者を公募し、基準に適合する者を公表

森林経営管理制度の全体の概要（森林経営管理法施行　H31.4～）
①市町村は、経営・管理が行われていない森林を対象に森林所有者の意向を確認
②市町村は、森林所有者から経営・管理の委託の申出等があった森林については、森林所有者から経営や管
理について委託を受ける（経営管理権の取得）
③市町村は、経営管理権を取得した森林について
　ア、林業経営に適した森林は、森林の経営や管理を「意欲と能力のある林業経営者」に再委託
　イ、林業経営に適さない森林及び再委託できない森林等は、市町村自ら間伐等を実施

【仕組み図】

▶県は、森林経営管理法に基づき、「経営管理実施権」の設定を受けることを希望する民間事業者を公募
▶効率的かつ安定的な林業経営を行う能力を有するなどの要件に適合する民間事業者のリストとその応募内
容の情報を公表

県が公募・公表
効率的かつ安定的な林業経営を行う能力

✚
経理的な基礎

（健全な経営、所有者ごとの収支管理の実施等）

⬇
市町村が選定

○市町村は、都道府県が公表した民間事業者に対
し、経営管理の内容等について企画提案を募集
○市町村は、企画提案書を審査し、経営管理実施
権を設定する民間事業者を選定

考慮事項
○森林所得者及び林業従事者の所得向上につなが
る高い生産性や収益性を有するなど効率的かつ
安定的な林業経営の実現を目指す
○主伐後の再造林を実施するなど林業生産活動の
継続性の確保を目指す

１．林業経営体の公募・選定について１．林業経営体の公募・選定について１．林業経営体の公募・選定について

２．「意欲と能力のある林業経営者」について２．「意欲と能力のある林業経営者」について２．「意欲と能力のある林業経営者」について

趣旨・概要

林業経営に適する森林

ア、県が公表しているリストの中
から委託先を選定

林業経営に適さない森林

イ、市町村による間伐等の実施

森
林
所
有
者

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者

③
市
町
村

②経営管理権の設定

①経営管理意向調査

経営管理実施権の設定

経営管理実施権
の設定を希望す
る民間事業者を
公募・公表

県

市町村が民間事業者を選定するにあたっては
•経営管理実施権の存続期間
•経営管理の内容
•伐採等に係る経費及び販売収益の見積額等を民間
事業者から提案してもらう
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委託加工について

税込 610円税込 4,400円 税込 5,940円
トンビマイタケ（余目河村）
菌床玉  ６コ入  １ケース

春の植菌の時期が近づいています春の植菌の時期が近づいています

マイタケ（余目河村）
原木  ５本入  １ケース

トンビマイタケ（最上まいたけ）
菌床玉  １コ

森 産 業 余目河村
1,000 ヶ入（9.2mm） 500 ヶ入（8.5mm）

なめこ、しいたけ、ブナカノカ、ヒラタケ
ムキタケ、クリタケ、エノキタケ、キクラゲ
タモギタケ

※その他、大貫・日本きのこセンター等もご希望により取り寄せ可能です。
（少量の場合は送料が個人負担となる場合があります。お早めにご連絡下さい）

最上広域森林組合
ＴＥＬ  0233（62）2102
ＦＡＸ  0233（62）2953

なめこ１号　晩生、なめこ２号　中生
なめこ３号　早生、しいたけ　290号

いものこ
イモノコの皮を剥き生
のまま瓶の口から入る
大きさに切ってご持参
下さい。

マヨ瓶の場合
１本  308円（税込）

税込 1,760円税込 3,630円

メールアドレス   soumu@mogami-morikumi.or.jp
ＨＰアドレス   mogami-morikumi.or.jp

種駒 及び オガ菌の購入なら
当組合に!!

組合員の皆様へ
住所や氏名に変更が生じ
た際は、手続きが必要と
なりますので、当組合ま
でご連絡下さい。

お客様が加工したい原材料を直接当組合に持ち込んでいただき、瓶詰め・缶詰に加工します。
委託加工の主な原材料として、筍、孟宗、ふき、トビタケ、マイタケ、ナメコ、ムキタケ、
ナラタケ、小豆、ササギ豆、黒豆等の委託加工をしております。
※原材料の準備及び下処理はお客様にお願いしております。
ご不明な点等ございましたら、当組合加工場までご連絡下さい。

栗
栗の皮を剥きミョウバン水につけてか
ら砂糖（１㎏）と一緒にご持参下さ
い。渋皮煮の場合は、味を付け煮汁と
一緒にご持参していただくと瓶詰にで
きます。

マヨ瓶の場合　１本  363円（税込）


